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　平成１２年第３回定例会は、９月６日に招集

され、２６日までの２１日間の会期で開かれました。

この定例会では、市長提出議案２３件、議員提

出議案１件の審議を行い、それぞれ原案のと

おり可決しました。�

皆さんも議会を�
傍聴しませんか�
　桐生市議会では、たくさんの市民�

の皆さんが議会を傍聴してくださる�

よう、お待ちしています。ぜひ一度、�

議会の傍聴にお越しください。�
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企業支援施策の工場アパート�

���

　
　
　
　
学
校
で
使
用
す
る
教

　
　
　
科
書
の
採
択
の
権
限
は

ど
こ
に
あ
り
、
ど
の
よ
う
に
行

わ
れ
て
い
る
の
か
。�

　
　
　
　
教
科
書
採
択
協
議
会

　
　
　
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
五
人

の
調
査
員
が
、
文
部
省
検
定
済

み
教
科
書
に
つ
い
て
、
内
容
の

程
度
・
構
成
・
全
体
の
分
量
・

難
易
度
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度

か
ら
目
的
に
沿
っ
た
調
査
研
究

を
実
施
し
、
そ
の
結
果
を
踏
ま

え
て
、
採
択
協
議
会
が
教
科
書

を
選
定
し
て
い
る
。
な
お
、
同

調
査
員
は
、
教
育
に
つ
い
て
の

識
見
が
高
く
、
教
科
の
専
門
的

知
識
を
有
し
、
教
科
指
導
に
十

分
な
指
導
力
を
有
す
る
教
員
を

選
ん
で
い
る
。
教
科
書
採
択
は

教
育
委
員
会
が
自
ら
の
責
任
に

お
い
て
適
正
に
行
っ
て
い
る
。�

����        

　
　
教
科
書
調
査
員
名
簿

　
　
　
や
調
査
委
員
会
の
報
告

書
・
採
択
協
議
会
の
会
議
録
を

公
開
し
な
い
の
は
な
ぜ
か
。�

        

　
　
名
簿
に
つ
い
て
は
、

　
　
　
調
査
員
に
対
す
る
干
渉

等
を
考
慮
し
て
公
開
し
て
い
な

い
。
調
査
委
員
会
報
告
書
等
に

つ
い
て
は
、
教
科
書
採
択
が
大

間
々
町
と
の
共
同
作
業
で
あ
る

た
め
、
現
在
は
公
開
し
て
い
な

い
。
今
後
は
、
公
開
の
方
向
で

進
む
も
の
と
考
え
て
い
る
。�

質
問�

答
弁�

質
問�

答
弁�

中学生が使用している教科書�

����

　
　
　
　
桐
生
市
で
は
、
国
保

　
　
　
税
の
滞
納
者
が
増
加
し

て
い
る
が
、
国
庫
支
出
金
が
削

減
さ
れ
、
国
保
税
が
引
き
上
げ

に
な
っ
た
こ
と
等
も
要
因
と
考

え
る
。
住
民
の
暮
ら
し
を
守
る

た
め
、
国
保
税
の
引
き
下
げ
を

実
現
し
、
減
免
制
度
を
確
立
す

べ
き
で
は
な
い
か
。�

　
　
　
　
急
速
に
進
展
す
る
高

　
　
　
齢
化
社
会
に
あ
っ
て
、

毎
年
医
療
費
が
増
加
す
る
中
、

基
金
を
取
り
崩
す
な
ど
し
て
、

国
保
運
営
を
し
て
い
る
状
況
で

あ
り
、
国
保
税
を
引
き
下
げ
る

状
況
で
は
な
い
。
減
免
制
度
に

つ
い
て
は
、
国
保
税
条
例
に
基

づ
き
措
置
を
講
じ
て
お
り
、
税

の
基
本
原
則
で
あ
る
「
負
担
の

公
平
」
か
ら
、
慎
重
に
取
り
扱

う
べ
き
と
考
え
て
い
る
。�

����

　
　
　
　
平
成
十
一
年
の
事
業

　
　
　
所
・
企
業
統
計
調
査
に

よ
る
と
、
桐
生
市
の
事
業
所
数
、

従
業
者
数
は
、
平
成
八
年
の
調

査
結
果
と
の
比
較
で
大
幅
に
減

少
し
て
い
る
が
、
こ
の
状
況
を

ど
う
考
え
て
い
る
か
。�

　
　
　
　
桐
生
市
に
お
け
る
事

　
　
　
業
所
数
・
従
業
者
数
の

減
少
は
、
大
変
厳
し
い
状
況
で

あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
今
後
、�

関
係
機
関
と
連
絡
を
と
り
な
が

ら
、
調
査
等
を
実
施
し
た
い
。�

質
問�

答
弁�

質
問�

答
弁�

９月２５日（月）、２６日（火）の

２日間にわたり、１６人の議員

が一般質問を行い、市政全般

にわたる問題について、市当

局の見解を求めました。�

西　牧　秀　乗�

中　田　米　蔵�

森　下　清　秀�

岡　部　純　朗�

笠　井　秋　夫�

寺　口　正　宣�

阿久津　成　璋�

園　田　恵　三�

関　口　直　久�

石　井　秀　子�

小　滝　芳　江�

蛭　間　利　雄�

佐　藤　貞　雄�

大　澤　幸　一�

岡　部　信一郎�

下　田　文　男�

（政　友　会）�

（日本共産党）�

（政　友　会）�

（市政クラブ）�

（政　友　会）�

（公　明　党）�

（政　友　会）�

（フォーラム桐生）�

（日本共産党）�

（桐　愛　会）�

（フォーラム桐生）�

（市政クラブ）�

（日本共産党）�

（フォーラム桐生）�

（市政クラブ）�

（フォーラム桐生）�

質 問 者 �

　

教
科
書
の
採
択�

事
業
所
数
・
従
業�

員
数
の
減
少�

国
保
税
の�

　
　
　
引
き
下
げ�

教
科
書
調
査
員
名�

簿
の
公
開�
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工
事
を
発
注
す
る
場

　
　
　
合
の
選
考
、
指
名
の
方

法
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。       

　
　
　
　
桐
生
市
は
、
請
負
業

　
　
　
者
選
定
要
綱
に
よ
り
、

主
に
各
業
種
ご
と
の
「
業
者
ラ

ン
ク
」「
ラ
ン
ク
別
発
注
金
額
」

「
設
計
金
額
ご
と
の
指
名
業
者

数
」
を
基
準
に
業
者
を
選
定
し

て
お
り
、
指
名
選
考
委
員
会
で

は
、
工
事
の
規
模
、
場
所
、
難

易
度
、
業
者
の
経
営
内
容
、
施

工
技
術
、
施
工
実
績
、
手
持
工

事
、
法
で
定
め
ら
れ
た
技
術
者

の
有
無
等
を
審
査
し
て
い
る
。�

����

　
　
　
　
桐
生
市
で
は
、
小
中

　
　
　
学
校
や
市
民
体
育
館
、�
���������

養
護
老
人
ホ
ー
ム
松
立
寮
な
ど

多
く
の
市
有
施
設
が
老
朽
化
し

て
い
る
が
、
そ
の
改
築
計
画
に

お
け
る
優
先
順
位
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。�

　
　
　
　
市
有
施
設
の
多
く
が

　
　
　
建
築
後
二
十
年
以
上
経

過
し
、
老
朽
化
に
よ
り
本
来
の

施
設
機
能
が
十
分
発
揮
で
き
ず
、

施
設
の
見
直
し
や
改
修
等
を
必

要
と
す
る
と
こ
ろ
が
増
加
し
て

い
る
。
こ
の
た
め
市
有
施
設
維

持
管
理
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、

平
成
十
三
年
度
か
ら
十
五
年
度

の
三
か
年
で
、
改
修
等
を
要
す

る
施
設
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ

て
い
く
予
定
で
あ
る
。�

質
問�

答
弁�

質
問�

答
弁�
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将
来
、
市
民
か
ら
無

　
　
　
年
金
者
を
出
さ
な
い
よ

う
に
、
今
、
ど
の
よ
う
な
施
策

を
講
じ
て
い
る
の
か
。�

　
　
　
　
広
報
き
り
ゅ
う
に
よ

　
　
　
る
年
金
制
度
の
周
知
の

ほ
か
、
職
員
・
国
民
年
金
推
進

員
の
個
別
訪
問
に
よ
る
保
険
料

の
納
付
督
励
や
納
付
困
難
者
に

対
す
る
免
除
勧
奨
を
積
極
的
に

行
う
と
と
も
に
、
平
日
来
庁
で

き
な
い
市
民
の
便
宜
を
図
る
た

め
、
日
曜
日
に
相
談
受
付
を
す

る
な
ど
、
市
民
皆
年
金
の
実
現

を
目
指
し
て
い
る
。�

�������������

　
　
　
　
施
設
に
短
期
入
所
す

　
　
　
る
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
は
、

要
介
護
度
別
に
利
用
日
数
が
設

定
さ
れ
て
い
る
が
、
訪
問
通
所

サ
ー
ビ
ス
の
限
度
額
の
う
ち
で

使
用
さ
れ
て
い
な
い
部
分
が
あ

る
場
合
に
は
、
市
町
村
が
必
要

と
認
め
れ
ば
、
そ
の
部
分
を
シ

ョ
ー
ト
ス
テ
イ
に
振
り
替
え
て

利
用
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
が
、
ど
の
よ
う
な
場
合
に
認

め
ら
れ
る
の
か
。�

　
　
　
　
国
で
は
、「
利
用
者
が

　
　
　
痴
呆
で
同
居
し
て
い
る

家
族
の
介
護
が
困
難
な
場
合
」

「
家
族
が
高
齢
や
病
気
な
ど
の

た
め
十
分
な
看
護
が
で
き
な
い

場
合
」
な
ど
の
基
準
を
定
め
て

い
る
。�

質
問�

答
弁�

質
問�

答
弁�

����

　
　
　
　
桐
生
市
で
は
、
さ
ま

　
　
　
ざ
ま
な
分
野
の
業
者
に

仕
事
を
発
注
し
て
い
る
が
、
土

木
、
建
設
等
の
工
事
関
係
で
、

入
札
参
加
資
格
業
者
に
な
る
た

め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
内
容
の

審
査
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。�

　
　
　
　
入
札
参
加
資
格
業
者

　
　
　
に
な
る
た
め
の
申
請
を

業
者
か
ら
受
け
付
け
、
建
設
業

の
許
可
の
確
認
、
経
営
事
項
審

査
結
果
、
代
表
者
の
欠
格
条
項

の
有
無
、
納
税
の
有
無
等
の
内

容
を
審
査
し
て
い
る
。
な
お
、

こ
の
申
請
の
受
付
は
二
年
ご
と

に
実
施
し
て
お
り
、
次
回
は
、

平
成
十
三
年
二
月
を
予
定
し
て

い
る
。�

���

　
　�

　
　
　
　
桐
生
市
の
下
水
道
の

　
　
　
普
及
率
は
県
内
で
も
ト

ッ
プ
ク
ラ
ス
に
あ
る
が
、
現
在

で
も
、
下
水
道
が
設
置
さ
れ
て

い
な
い
地
域
は
多
い
。
そ
の
中

で
も
、
桐
生
川
ダ
ム
上
流
地
域

は
、
「
清
流
を
守
る
」
と
い
う

観
点
か
ら
も
、
汚
水
処
理
が
重

要
と
思
わ
れ
る
が
、
ど
の
よ
う

な
対
応
を
考
え
て
い
る
か
。
　

　
　
　
　
桐
生
市
の
貴
重
な
財

　
　
　
産
で
あ
る
桐
生
川
の
清

流
を
守
る
こ
と
は
重
要
と
認
識

し
て
お
り
、
水
質
保
全
を
念
頭

に
、
効
率
的
な
汚
水
処
理
方
法

を
検
討
し
た
い
。�

質
問�

答
弁�

質
問�

答
弁�

����        

　
　
今
年
度
、
桐
生
市
が

　
　
　
買
収
し
た
菱
町
地
区
の

山
林
（
過
去
に
ゴ
ル
フ
場
と
し

て
計
画
さ
れ
た
土
地
）
の
管
理

は
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。�

　
　
　
　
当
面
は
、
下
草
刈
り

　
　
　
等
の
市
有
林
管
理
手
法

に
よ
り
、市
民
が
親
し
め
る
よ
う

に
管
理
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

将
来
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
庁

内
の
関
係
各
課
や
市
民
の
声
を

聞
き
な
が
ら
、必
要
と
さ
れ
る
活

用
方
法
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。�

����

　        

現
在
、
建
設
省
が
行
っ

　
　
　
て
い
る
桐
生
川
濁
沼
地

区
の
河
川
改
修
と
、
そ
れ
に
伴

う
境
野
第
七
号
雨
水
幹
線
の
樋�

管
工
事
の
現
況
は
ど
う
か
。�

　
　
　
　
桐
生
川
濁
沼
地
区
の�

　
　
　
河
川
改
修
に
つ
い
て
は
、

新
河
道
に
流
れ
を
変
え
る
時
期

は
、
影
響
す
る
護
岸
の
整
備
が

完
成
す
る
十
一
月
こ
ろ
が
予
定

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
後
、
堤
防

の
締
め
切
り
工
事
に
着
手
し
、

平
成
十
三
年
三
月
に
は
完
成
さ

せ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
境
野

第
七
号
雨
水
幹
線
に
つ
い
て
は
、

現
状
ル
ー
ト
の
排
水
口
が
足
利

市
域
に
あ
る
た
め
、
そ
の
変
更

工
事
に
つ
い
て
建
設
省
、
足
利

市
と
協
議
し
、
現
在
は
工
事
着

手
の
段
階
で
あ
る
。�

質
問�

答
弁�

質
問�

答
弁�

養護老人ホーム松立寮�

群大工学部での年金のＰＲ活動�

桐生川の清流は貴重な財産�

整備が進む桐生川の河川改修�

市
有
施
設
の�

　
　
　
改
築
計
画�

業
者
に
対
す
る�

　
　
　
指
名
選
考�

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ�

へ
の
振
り
替
え�

無
年
金
者
へ
の�

　
　
　
　
　
対
策�

桐
生
川
上
流
の�

　
　
　
汚
水
処
理�

入
札
参
加
資
格
業�

者
の
審
査�

桐
生
川
の�

　
　
　
河
川
改
修�

菱
町
地
区
山
林
の�

　
　
　
　
　
管
理�
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十
月
か
ら
、
高
齢
者

　
　
　
の
介
護
保
険
料
の
半
額

徴
収
が
始
ま
る
が
、
市
民
税
非

課
税
の
低
所
得
者
等
に
と
っ
て

は
大
き
な
負
担
で
あ
り
、
保
険

料
、
利
用
料
の
免
除
、
軽
減
等

を
実
施
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
制
度
上
の
施
策
に
は
、

　
　
　
所
得
に
よ
る
軽
減
措
置
、

収
入
が
著
し
く
減
少
し
た
場
合

の
減
免
措
置
等
が
あ
り
、
地
方

自
治
体
と
し
て
実
施
可
能
な
施

策
は
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
後

も
、
低
所
得
者
対
策
に
つ
い
て

は
、
十
一
市
担
当
部
長
会
議
で

検
討
し
、
県
を
通
じ
て
国
へ
要

望
し
て
い
き
た
い
。              �

�������������

　
　
　
　
川
内
町
五
丁
目
団
地

　
　
　
等
の
昭
和
四
十
年
代
、

五
十
年
代
に
建
て
ら
れ
た
中
層

耐
火
構
造
の
市
営
住
宅
も
、
建

築
後
す
で
に
約
三
十
年
が
経
過

し
、
入
居
者
か
ら
は
居
住
環
境

の
改
善
を
求
め
る
声
が
出
て
い

る
。
今
後
の
住
戸
改
善
計
画
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。�

　
　
　
　
建
築
年
次
の
古
い
老

　
　
　
朽
化
し
た
市
営
住
宅
は
、

設
備
面
や
内
装
等
の
居
住
環
境

の
改
善
が
必
要
で
あ
り
、
今
後
、

「
公
営
住
宅
ス
ト
ッ
ク
総
合
活

用
計
画
」
を
作
成
し
、
国
の
補

助
を
受
け
な
が
ら
、
順
次
住
戸

改
善
を
実
施
し
て
い
き
た
い
。�

質
問�

答
弁�

質
問�

答
弁�

����

　
　
　
　
人
間
は
、
心
の
感
じ

　
　
　
か
た
で
元
気
に
も
な
り

病
気
に
も
な
る
。
二
十
一
世
紀

は
心
の
時
代
と
も
言
わ
れ
て
い

る
が
、
子
供
の
心
の
健
康
づ
く

り
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で

い
る
か
。�

　
　
　
　
乳
・
幼
児
期
の
心
の

　
　
　
健
康
づ
く
り
に
は
、
親

子
の
心
の
健
康
が
大
切
で
あ
り
、

母
親
の
育
児
不
安
や
ス
ト
レ
ス

解
消
を
支
援
す
る
た
め
に
、
平

成
九
年
度
か
ら
育
児
相
談
を
実

施
し
て
い
る
。
相
談
者
は
毎
年

増
え
て
お
り
、
母
親
同
士
の
交

流
の
場
面
も
見
ら
れ
、
育
児
不

安
の
解
消
に
役
立
て
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
、
子
育
て
サ
ロ
ン
、

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
等
の
事

業
も
実
施
し
て
い
る
。�

�

����

　
　
　
　
森
林
は
、
豪
雨
に
対

　
　
　
す
る
防
災
対
策
に
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
い
る
が
、
整

備
を
し
な
け
れ
ば
そ
の
機
能
は

低
下
し
て
し
ま
う
。
防
災
対
策

と
し
て
、
山
林
整
備
の
充
実
が

必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。�

　
　
　
　
山
林
の
整
備
が
豪
雨

　
　
　
に
対
す
る
防
災
対
策
に

も
大
き
な
関
わ
り
が
あ
る
こ
と

は
事
実
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

林
業
を
振
興
し
な
が
ら
山
林
の

整
備
に
努
め
て
い
る
。�

質
問�

答
弁�

質
問�

答
弁�

����

　
　
　
　
群
馬
県
は
、
学
校
生

　
　
　
活
に
う
ま
く
溶
け
込
め

な
い
新
入
学
の
子
供
た
ち
の
た

め
に
、
四
月
か
ら
、
小
学
校
一�

���������

年
で
は
「
さ
く
ら
プ
ラ
ン
」、中

学
校
一
年
で
は
「
わ
か
ば
プ
ラ

ン
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
る

が
、
同
プ
ラ
ン
の
事
業
内
容
と

桐
生
市
に
お
け
る
取
り
組
み
を

聞
き
た
い
。�

　
　
　
　
さ
く
ら
プ
ラ
ン
は
、

　
　
　
小
学
校
一
年
生
の
三
十

四
人
以
上
の
ク
ラ
ス
を
対
象
に
、�

担
任
の
補
助
者
と
し
て
非
常
勤

講
師
を
配
置
す
る
も
の
で
、
桐

生
市
で
は
五
校
に
十
一
人
が
配

置
さ
れ
て
い
る
。
わ
か
ば
プ
ラ

ン
は
、
中
学
校
一
年
生
の
学
級

数
の
多
い
学
校
が
対
象
で
、
相

生
中
学
校
に
二
人
が
配
置
さ
れ

て
い
る
。�

����

　
　
　
　
知
的
障
害
者
が
社
会

　
　
　
的
自
立
を
図
る
た
め
に
、

世
話
人
の
援
助
を
う
け
な
が
ら

共
同
生
活
す
る
施
設
と
し
て
、

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、
地
域
ホ
ー

ム
が
あ
る
が
、
桐
生
市
に
お
け

る
設
置
状
況
は
ど
う
か
。�

　
　
　
　
平
成
九
年
に
桐
生
み

　
　
　
や
ま
園
の
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
と
し
て
小
曽
根
ホ
ー
ム
が

開
設
さ
れ
、そ
の
後
、地
域
ホ
ー

ム
の
相
生
ホ
ー
ム
及
び
織
姫

ホ
ー
ム
も
開
設
し
て
い
る
。�

質
問�

答
弁�

質
問�

答
弁�

����

　
　
　
　
上
毛
電
鉄
は
、
沿
線

　
　
　
住
民
の
生
活
路
線
と
し

て
欠
か
せ
な
い
大
切
な
公
共
交

通
で
あ
る
。
国
か
ら
の
欠
損
補

助
が
打
ち
切
ら
れ
た
後
、
平
成

十
年
度
か
ら
は
、
県
及
び
沿
線

市
町
村
が
補
助
金
を
出
し
て
同

鉄
道
を
支
援
し
て
い
る
が
、
そ

の
効
果
は
ど
う
か
。�

　
　
　
　
補
助
は
、
運
行
の
存

　
　
　
続
、
設
備
投
資
に
よ
る

会
社
経
費
の
削
減
、
サ
ー
ビ
ス

の
改
善
に
大
き
く
寄
与
し
て
い

る
と
考
え
る
が
、
依
然
と
し
て

利
用
者
は
減
少
傾
向
に
あ
る
た

め
、
今
後
も
、
県
、
沿
線
市
町

村
、
会
社
と
の
協
議
の
中
で
、

よ
り
効
果
的
な
対
策
を
検
討
し

て
い
き
た
い
。�

�����������

����

　
　
　
　
川
内
町
地
区
の
下
水

　
　
　
道
の
現
況
に
つ
い
て
、

流
域
関
連
公
共
下
水
道
の
供
用

開
始
の
予
定
日
は
い
つ
か
。
ま

た
、
供
用
開
始
時
の
水
洗
化
可

能
戸
数
の
見
通
し
は
ど
う
か
。�

　
　
　
　
供
用
開
始
は
平
成
十

　
　
　
三
年
四
月
一
日
を
予
定

し
て
お
り
、
県
東
毛
流
域
下
水

道
事
務
所
と
と
も
に
努
力
し
て

い
る
。
供
用
開
始
時
の
水
洗
化

可
能
戸
数
は
約
二
百
二
十
世
帯
、

六
百
人
を
見
込
ん
で
い
る
。�

質
問�

答
弁�

質
問�

答
弁�

川内町五丁目団地�

桐生の未来を担う子供たち�

非常勤講師が配置されたクラス�

上毛電鉄の西桐生駅ホーム�

市
営
住
宅
の�

居
住
環
境
の
改
善�

介
護
保
険
料
の�

　
免
除
等
の
実
施�

防
災
対
策
と
し
て�

の
山
林
整
備�

子
供
の
心
の�

　
　
健
康
づ
く
り�

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
・�

　
　
地
域
ホ
ー
ム�
さ
く
ら
プ
ラ
ン
・�

　
わ
か
ば
プ
ラ
ン�

川
内
町
地
区
の�

　
下
水
道
の
現
況�

沿
線
市
町
村
の�

　
上
毛
電
鉄
支
援�



⑤�
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競
艇
施
設
借
り
上
げ

　
　
　
料
の
引
き
下
げ
問
題
に

関
し
て
、
借
り
上
げ
料
の
歴
史

的
経
過
の
確
認
と
し
て
、
過
去

に
、
市
議
会
に
競
艇
問
題
調
査

特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
る
等

の
経
過
の
中
で
、
昭
和
四
十
九

年
に
借
り
上
げ
料
が
六
パ
ー
セ

ン
ト
か
ら
今
の
五
・
五
パ
ー
セ

ン
ト
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
事
実

を
確
認
し
た
い
。�

　
　
　
　
過
去
の
借
り
上
げ
料

　
　
　
の
経
過
に
つ
い
て
は
、�

そ
の
と
お
り
で
あ
る
。�

�����

　
　
　
　
北
関
東
自
動
車
道
へ

　
　
　
の
ア
ク
セ
ス
道
路
と
し�
���������

て
位
置
付
け
、
桐
生
大
橋
線
事�

業
及
び
中
通
り
大
橋
線
事
業
を

実
施
し
て
い
る
が
、
現
実
的
に

は
、
国
道
五
十
号
ま
で
の
ア
ク

セ
ス
道
路
も
実
現
し
て
い
な
い

状
況
で
あ
り
、
国
道
五
十
号
ま

で
の
ア
ク
セ
ス
道
路
事
業
と
す

べ
き
で
は
な
い
か
。�

　
　
　
　
北
関
東
自
動
車
道
へ

　
　
　
の
ア
ク
セ
ス
が
、
桐
生

市
の
陸
の
孤
島
化
を
防
ぎ
、
人

口
減
少
や
経
済
活
動
の
低
下
か

ら
脱
却
す
る
た
め
の
最
重
要
施

策
と
認
識
し
、
桐
生
大
橋
線
と

中
通
り
大
橋
線
の
事
業
実
施
を

図
っ
て
お
り
、
今
後
と
も
努
力

し
て
い
き
た
い
。�

質
問�

答
弁�

質
問�

答
弁�

����

　
　
　
　
現
在
、
国
は
財
源
の

　
　
　
裏
付
け
な
し
で
地
方
自

治
体
に
事
業
・
施
策
を
押
し
付

け
て
き
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
で

は
、
自
治
体
財
政
は
自
主
財
源

難
と
市
民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
の

な
か
で
破
綻
し
て
し
ま
う
。
そ

こ
で
、
行
政
が
や
る
べ
き
領
域

と
市
民
の
協
力
を
必
要
と
す
る

領
域
を
明
確
に
す
べ
き
と
考
え

る
が
、「
受
益
者
負
担
の
原
則
」

を
ど
う
認
識
し
て
い
る
か
。�

�

　
　
　
　
受
益
者
負
担
の
原
則

　
　
　
は
大
変
重
要
で
あ
る
が
、

住
民
福
祉
の
向
上
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
個
々
に
検
討
を
加
え
、

き
め
細
や
か
な
対
応
を
図
っ
て

い
き
た
い
。�

���

　
　
　
　
電
線
地
中
化
事
業
の

　
　
　
今
後
の
計
画
は
ど
う
な

っ
て
い
る
か
。
ま
た
、
同
事
業

に
関
連
す
る
ア
ー
ケ
ー
ド
対
策

を
ど
う
認
識
し
て
い
る
か
。�

　
　
　
　
電
線
地
中
化
三
千
キ

　
　
　
ロ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
基

づ
き
、
県
事
業
と
し
て
錦
桜
橋

か
ら
第
一
勧
銀
脇
交
差
点
ま
で

の
本
町
通
り
等
を
順
次
施
工
し

て
い
く
。
ア
ー
ケ
ー
ド
に
つ
い

て
は
、
景
観
等
か
ら
撤
去
す
る

こ
と
が
好
ま
し
い
が
、
撤
去
に

は
そ
れ
相
応
の
地
元
負
担
が
生

じ
る
の
で
、
地
元
商
店
街
と
十

分
協
議
し
対
応
し
て
い
き
た
い
。�

質
問�

答
弁�

質
問�

答
弁�

����

　
　
　
　
介
護
保
険
制
度
は
複

　
　
　
雑
で
わ
か
り
に
く
い
と

い
わ
れ
る
が
、
市
民
に
理
解
し

て
も
ら
う
た
め
に
ど
の
よ
う
な

方
法
を
と
っ
て
い
る
か
。
ま
た
、

要
介
護
認
定
を
受
け
た
人
の
中

で
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
な

い
人
に
つ
い
て
、
人
数
と
そ
の

理
由
を
把
握
し
て
い
る
か
。�

　
　
　
　
広
報
き
り
ゅ
う
や
、

　
　
　
老
人
ク
ラ
ブ
の
機
関
紙

市
老
連
だ
よ
り
に
記
事
を
掲
載

し
、
ま
た
、
出
前
講
座
で
も
周

知
を
図
っ
て
い
る
。
要
介
護
認

定
を
受
け
て
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
て
い
な
い
人
は
、
五
月
末
日

で
二
百
三
十
四
人
で
、
理
由
は

家
族
で
介
護
し
て
い
る
、入
院
・

入
所
中
等
と
な
っ
て
い
る
。�

�����������

　
　
　
　
小
中
学
校
の
適
正
配

　
　
　
置
は
、
子
供
た
ち
に
と

っ
て
よ
り
良
い
教
育
環
境
を
実

現
す
る
た
め
に
、
多
面
的
に
検

討
す
べ
き
重
要
な
問
題
で
あ
る

が
、
ど
う
考
え
て
い
る
か
。
　

　
　
　
　
答
申
の
内
容
を
尊
重

　
　
　
し
、
今
後
の
教
育
の
動

向
を
勘
案
し
な
が
ら
、
子
供
た

ち
、
保
護
者
、
地
域
の
人
々
等

の
意
見
を
十
分
に
聞
き
、
検
討

し
て
い
き
た
い
。
大
切
な
こ
と

は
、
子
供
が
一
番
し
あ
わ
せ
な

こ
と
は
何
か
と
い
う
観
点
で
進

め
る
こ
と
だ
と
考
え
て
い
る
。�

質
問�

答
弁�

質
問�

答
弁�

����

　
　
　
　
産
・
学
・
官
の
連
携

　
　
　
に
よ
る
産
業
の
活
性
化

は
着
実
に
前
進
し
て
い
る
と
思

う
が
、
現
在
、
市
内
の
企
業
と

群
馬
大
学
と
の
協
力
体
制
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
は
ど

の
よ
う
な
位
置
付
け
に
あ
る
か
。�

　
　
　
　
今
年
度
は
、
中
小
企

　
　
　
業
者
が
製
品
開
発
等
で

群
馬
大
学
と
共
同
研
究
す
る
場

合
の
補
助
制
度
を
新
設
し
た
。

一
方
、
大
学
側
に
は
、
企
業
の

相
談
や
共
同
研
究
等
に
積
極
的

な
対
応
を
図
っ
て
い
た
だ
い
て

い
る
。
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ

ー
は
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
総
合

支
援
セ
ン
タ
ー
及
び
産
学
官
交

流
セ
ン
タ
ー
と
し
て
位
置
付
け
、

ア
ド
バ
イ
ス
コ
ー
ナ
ー
等
の
諸

事
業
を
行
っ
て
い
る
。
　
　
　�

���

　�　
　
　
　
最
近
、
健
康
増
進
や

　
　
　
環
境
問
題
等
の
理
由
か

ら
、
自
転
車
が
見
直
さ
れ
て
い

る
が
、
市
民
が
快
適
に
自
転
車

に
乗
れ
る
よ
う
に
、
走
り
や
す

く
、
安
心
で
き
る
走
行
環
境
を

整
備
す
べ
き
で
は
な
い
か
。�

　
　
　
　
基
本
的
に
は
フ
ラ
ッ

　
　
　
ト
タ
イ
プ
の
歩
道
を
基

準
と
し
、
段
差
の
解
消
や
路
面

の
補
修
等
の
改
善
を
、
引
き
続

き
整
備
可
能
な
箇
所
か
ら
順
次

行
っ
て
い
き
た
い
。�

質
問�

答
弁�

質
問�

答
弁�

完成が待たれる桐生大橋線�

電線が地中化された道路�

介護保険のパンフレット�

地場産業振興センター�

国
道
五
十
号
ま
で�

の
ア
ク
セ
ス
道
路�

競
艇
施
設
借
り
上�

げ
料
の
歴
史�

電
線
地
中
化
事
業�

受
益
者
負
担
の�

　
　
原
則
の
認
識�

学
校
の
適
正
配
置�

介
護
保
険
制
度
の�

　
　
　
　
　
周
知�

自
転
車
の
走
行
環�

境
の
整
備�

市
内
企
業
と
群
大�

の
協
力
体
制�
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市
民
文
化
会
館
の
建

　
　
　
物
を
見
る
と
、
火
災
が

心
配
に
な
る
。
特
に
、
ス
カ
イ

ホ
ー
ル
等
が
あ
る
四
階
か
ら
の

避
難
は
大
変
だ
と
思
わ
れ
る
が
、

防
災
訓
練
等
を
ど
の
よ
う
に
実

施
し
て
い
る
の
か
。�

　
　
　
　
初
期
消
火
活
動
や
迅

　
　
　
速
な
避
難
誘
導
が
で
き

る
よ
う
に
、
消
防
訓
練
を
年
二

回
実
施
し
て
お
り
、
四
階
か
ら

の
避
難
誘
導
に
つ
い
て
も
、
避

難
階
段
を
使
用
し
て
の
誘
導
訓

練
を
行
っ
て
い
る
。
平
成
九
年

に
は
、
同
会
館
を
会
場
と
し
て

桐
生
市
の
災
害
救
助
訓
練
を
実

施
し
、
梯
子
車
に
よ
る
救
助
訓

練
も
行
っ
て
い
る
。�

����

　
　
　
　
現
在
、
錦
桜
橋
の
架�

　
　
　
け
替
え
工
事
が
行
わ
れ

て
い
る
が
、
錦
桜
橋
は
、
桐
生

市
に
と
っ
て
歴
史
的
に
意
味
の

あ
る
、
特
徴
の
あ
る
橋
で
あ
り
、

一
部
を
オ
ブ
ジ
ェ
に
す
る
等
の

方
法
で
記
念
と
し
て
保
存
す
べ

き
で
は
な
い
か
。�

　
　
　
　
錦
桜
橋
は
、
開
通
か

　
　
　
ら
約
八
十
年
の
間
、
市

民
に
親
し
ま
れ
、
桐
生
市
の
産

業
経
済
の
発
展
に
寄
与
し
て
き

た
橋
で
あ
り
、
貴
重
な
土
木
資

産
と
認
識
し
て
お
り
、
保
存
が

可
能
か
ど
う
か
、
今
後
研
究
し

て
い
き
た
い
。�

質
問�

答
弁�

質
問�

答
弁�

���

　
　
　
　
市
町
村
合
併
は
地
方

　
　
　
自
治
体
の
重
要
な
キ
ー

ワ
ー
ド
で
あ
る
。
現
在
の
と
こ

ろ
は
、
全
国
的
に
な
か
な
か
具

体
化
し
て
い
な
い
状
況
で
あ
る

が
、
地
方
自
治
体
に
と
っ
て
は

避
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
課
題

で
あ
る
。
市
長
は
広
域
圏
の
合

併
問
題
に
つ
い
て
慎
重
の
よ
う

で
あ
る
が
、
多
く
の
人
が
合
併

促
進
の
行
動
を
期
待
し
て
い
る

の
で
は
な
い
か
。�

　
　
　
　
広
域
圏
の
合
併
問
題

　
　
　
は
強
制
的
に
進
め
る
べ

き
で
は
な
く
、
ま
ず
は
、
広
域

圏
の
住
民
並
び
に
、
議
会
、
経

済
界
等
に
お
い
て
、
合
併
の
気

運
の
盛
り
上
が
り
が
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。�

�����

　
　
　
　
厳
し
い
桐
生
市
の
財

　
　
　
政
事
情
に
あ
っ
て
、
桐

生
競
艇
場
の
施
設
借
り
上
げ
料

の
一
パ
ー
セ
ン
ト
引
き
下
げ
は

た
い
へ
ん
重
要
な
問
題
で
あ
り
、

お
互
い
に
苦
労
、
努
力
す
る
と

い
う
精
神
で
、
施
設
会
社
と
の

交
渉
を
積
み
上
げ
て
ほ
し
い
と

思
う
が
ど
う
か
。�

　
　
　
　
桐
生
市
に
と
っ
て
、

　
　
　
競
艇
施
設
の
借
り
上
げ

料
を
常
識
的
な
数
字
に
引
き
下

げ
る
こ
と
は
大
切
な
こ
と
で
あ

り
、
施
設
会
社
と
の
交
渉
に
努

力
し
て
い
る
。�

質
問�

答
弁�

質
問�

答
弁�

市民に親しまれてきた錦桜橋�

桐生競艇場�

　この定例会では、１３件の請願を審査しました。

その結果は、不採択としたものが１件、閉会中の

継続審査としたものが１２件でした。なお、「１４号  

保育施策の充実を求める請願」は、取り下げとな

りました。�

閉会中の継続審査とした請願�

青年の政治参加をひろげる18歳選挙権の早期�
実現をもとめる意見書の採択に関する請願��
消費税のせめて３パーセントへの引き下げを�
求める請願                              ��
日本国憲法にうたう人権が施策のなかで尊重�
されることを求める請願                  ��
平和な群馬の空と大地を求める請願��
すべての学校で30人学級を実現し、公立高校�
学級削減の再検討を求める請願              ��
業者婦人の健康と母性をまもり介護保険の改�
善を求める請願                              ��
介護保険の改善と福祉サービスの充実を求め�
る請願                                      ��
安心して暮らせる年金制度確立のための請願  ��
介護保険制度に関する請願                  ��
安心して子育てができる制度確立のための請願��
教育予算増額・小規模学級実現など教育課題�
実現を求める請願��
育児・介護休業法の拡大を求める請願�

２ 号�
��

７ 号�
��

８ 号�
��

９ 号��
１ 号�

��
４ 号�

��
５ 号�

��
１２号��
１３号��
１５号��
１６号�

��
１９号�

総
務
委
員
会�

教

育

民

生

委

員

会

�

不採択とした請願�

「激増する農畜産物の緊急輸入制限（セーフガー�
ド）の発動を求める」 意見書採択を要請する請願�

不採択（多数が不採択に賛成）�

１８号�
件 名�

結 果�

お 知 ら せ�お 知 ら せ�

次回定例会の開会予定は�

です。�12月5日（火）�
　市議会だよりは、紙面の都合で発言の一部（要旨）�
を掲載しています。詳しくは、図書館で会議録をご�
覧ください。平成１２年第３回定例会の会議録は、１２�
月中旬からご覧になれます。�
　なお、インターネットでもご覧になれます。�

　

広
域
圏
の
合
併�

錦
桜
橋
を
オ
ブ
ジ
ェ�

等
で
保
存�

市
民
文
化
会
館
の�

　
　
　
防
災
訓
練�

競
艇
施
設
借
り
上�

げ
料
の
交
渉�



⑦�

�����

　
　
　
　
行
政
改
革
大
綱
実
施

　
　
　
計
画
書
に
基
づ
き
実
施

し
て
お
り
、
平
成
十
一
年
度
は�

斎
場
の
一
部
事
務
組
合
化
、
梅

田
保
育
園
の
民
間
委
託
、
職
員

数
の
削
減
等
に
取
り
組
み
、
行

政
の
ス
リ
ム
化
に
努
め
た
。�

�����

　
　
　
　
前
年
度
に
比
較
し
て
、

　
　
　
経
常
収
支
比
率
は
七
・

六
ポ
イ
ン
ト
、
公
債
費
比
率
は

二
・
一
ポ
イ
ン
ト
改
善
さ
れ
た
。

財
政
力
指
数
の
改
善
に
は
、
市

税
収
入
の
増
額
が
必
要
で
あ
り
、

長
期
的
な
ス
パ
ン
で
産
業
振
興

等
に
努
力
し
た
い
。�

�����

　
　
　
　
中
通
り
大
橋
線
は
、�

　
　
　
左
岸
側
の
進
ち
ょ
く
率

が
平
成
十
一
年
度
末
に
は
約
三

十
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
り
、
今
年

度
末
に
は
約
四
十
パ
ー
セ
ン
ト

と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。
桐
生

大
橋
線
は
、
笠
懸
町
側
の
延
伸

区
間
に
つ
い
て
、
県
道
昇
格
の

上
、
整
備
推
進
が
図
れ
る
よ
う
、

県
に
強
く
要
望
し
て
い
る
。�

�����

　
　
　
　
平
成
十
二
年
二
月
に

　
　
　
検
討
委
員
会
か
ら
「
結

論
を
出
す
の
は
時
期
尚
早
で
あ

る
。」と
の
答
申
が
出
さ
れ
て
お

り
、
今
後
は
、
教
育
の
動
向
を

踏
ま
え
、
子
供
た
ち
、
保
護
者

等
の
意
見
を
十
分
に
聞
き
、「
ど

う
す
る
こ
と
が
子
供
に
と
っ
て

一
番
い
い
の
か
」
を
検
討
し
て

い
き
た
い
。�

�����

　
　
　
　
市
税
全
体
の
税
収
は
、

　
　
　
前
年
度
よ
り
約
二
億
一

千
六
百
万
円
、
一
・
五
パ
ー
セ

ン
ト
の
減
収
で
、
そ
の
主
な
要

因
は
個
人
市
民
税
の
約
二
億
九

千
八
百
万
円
の
減
収
で
あ
る
。

法
人
市
民
税
は
業
種
別
の
増
減

は
あ
る
が
、
ほ
ぼ
前
年
度
と
同

額
の
税
収
で
あ
る
。�

����

　
　
　
　
各
種
施
策
が
実
施
さ

　
　
　
れ
た
平
成
十
一
年
度
の

お
り
ひ
め
バ
ス
は
、
十
年
度
と

の
比
較
で
、
約
百
七
十
六
パ
ー

セ
ン
ト
、
十
四
万
七
千
人
増
の

三
十
四
万
一
千
人
の
利
用
者
を

記
録
し
た
。�

�����

　
　
　
　
平
成
十
一
年
度
は
、

　
　
　
乳
幼
児
医
療
費
助
成
事

業
の
対
象
年
齢
の
拡
大
、
地
域

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
、

延
長
保
育
・
一
時
保
育
の
拡
大

等
の
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
整
備
等

の
施
策
を
推
進
し
て
き
た
。�

�����

　
　
　
　
平
成
十
一
年
度
の
ナ

　
　
　
イ
タ
ー
レ
ー
ス
の
実
績

は
、
三
十
六
日
間
開
催
し
、
年

間
総
売
上
の
三
十
八
パ
ー
セ
ン

ト
を
占
め
て
い
る
。
一
日
売
上

額
が
昼
間
開
催
と
の
比
較
で
一

億
七
千
八
百
万
円
増
と
な
っ
て

お
り
、
来
場
者
促
進
が
図
ら
れ

て
い
る
と
考
え
る
。�

　平成１１年度桐生市歳入歳出

決算及び桐生市水道事業会計

決算を、それぞれ賛成多数で

認定しました。�

　同決算の認定にあたっては、

監査委員による監査報告の後、

各会派代表の議員（５人）が総

括質疑を行うとともに、決算

特別委員会（委員１３人で構成）

を設置し、２日間にわたり慎

重に審査を行いました。�

　総括質疑における、主な質

疑に対する市当局の答弁は次

のとおりです。�

答
弁�

答
弁�

答
弁�

答
弁�

答
弁�

答
弁�

答
弁�

答
弁�

答
弁�

答
弁�

答
弁�

答
弁�

答
弁�

答
弁�

答
弁�

答
弁�

賛成討論�
　平成11年度の一般会計歳出を対前年比0.1パーセン
ト増にとどめ、実質収支が黒字になったこと、経常
収支比率や公債費比率等が良化していること等に努
力が表れている。また、厳しい財政状況の中、心の
豊かさを育む施策として、森林ボランティア、カジカ
の放流等の新事業に取り組む姿勢も評価したい。�

反対討論�
　国政に対して改善を要求していくという地方自治
の基本姿勢が確立していない。北関東自動車道への
アクセス道路建設は現実的ではなく、国道50号への
接続に力をそそぐべきである。そのほか、入札制度
の抜本的改善、市民の生活実態を反映した市政執行、
21世紀を目指した市政執行等も課題である。�

おりひめバス�

行
政
改
革
の�

　
　
取
り
組
み
は�

少
子
化
対
策
の�

　
　
取
り
組
み
は�

財
政
の
健
全
化
の�

　
　
　
　
状
況
は�

北
関
東
自
動
車
道�

ア
ク
セ
ス
道
路
の
現
況
は�

小
中
学
校
適
正
配
置�

の
今
後
の
考
え
は�

個
人
・
法
人
市
民
税�

の
傾
向
は�

桐
生
競
艇
ナ
イ
タ
ー
レ
ー�

ス
の
売
上
と
効
果
は�

お
り
ひ
め
バ
ス
の
定�

額
運
賃
、
フ
リ
ー
パ�

ス
発
行
等
の
成
果
は�
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○
　
桐
生
市
公
営
住
宅
間
ノ
島

団
地
建
替
第
七
期
後
期
建
築
主

体
工
事
請
負
契
約
締
結
に
つ
い

て�

　
原
案
可
決
（
全
員
賛
成
）�

��
　
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
四

階
建
て
一
棟
、
一
般
住
宅
二
十

四
戸
、
延
べ
面
積
一
、
七
七
二
・

八
三
平
方
メ
ー
ト
ル
を
建
設
す

る
も
の
。�

�

��

　
二
億
五
千
二
百
万
円�

��

　
株
式
会
社
　
吉
田
組�

  

（
指
名
競
争
入
札
）�

��

　
平
成
十
三
年
六
月
三
十
日�

������

○
　
桐
生
市
職
員
の
再
任
用
に

関
す
る
条
例�

　
原
案
可
決
（
全
員
賛
成
）�

��

　
地
方
公
務
員
法
等
の
一
部
改

正
に
伴
い
、
新
た
に
職
員
の
再

任
用
制
度
を
定
め
る
も
の
。�

　
同
制
度
は
、
公
的
年
金
の
支

給
開
始
年
齢
の
段
階
的
な
引
き

上
げ
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、

高
齢
者
の
知
識
・
経
験
を
活
用

す
る
た
め
に
、
定
年
退
職
し
た

職
員
等
を
再
任
用
で
き
る
よ
う

に
す
る
も
の
で
あ
り
、
勤
務
形

態
に
は
、
フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
と

短
時
間
勤
務
の
二
種
類
が
あ
り

ま
す
。�

��

　
平
成
十
三
年
四
月
一
日�

�

�����

○
　
平
成
十
二
年
度
桐
生
市
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
四
号
）�

　
原
案
可
決
（
全
員
賛
成
）�

��

　
歳
入
歳
出
予
算
及
び
、
継
続

費
、
地
方
債
の
補
正
を
行
う
も

の
で
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
五

億
一
千
六
十
二
万
七
千
円
を
増

額
補
正
し
、
一
般
会
計
予
算
総

額
は
四
百
四
十
三
億
二
千
三
百

九
十
一
万
五
千
円
と
な
り
ま
し

た
。
歳
出
の
主
な
補
正
の
内
容

は
、
地
域
情
報
化
推
進
事
業
、

在
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
、
伝
統
文

化
伝
承
事
業
な
ど
で
す
。�

�

主
な
議
案�

間
ノ
島
団
地
建
替
工
事�

に
関
す
る
議
案�

間
ノ
島
団
地
建
替
工
事�

に
関
す
る
議
案�

職
員
の
再
任
用
に�

関
す
る
議
案�

職
員
の
再
任
用
に�

関
す
る
議
案�

一
般
会
計
予
算
の�

補
正�

一
般
会
計
予
算
の�

補
正�

条
例
施
行
日�

契
約
相
手
及
び
契
約
方
法�

契
約
金
額�

完
成
予
定�

概  

要�

概  

要�

概  

要�

人
事
案
件�

　
市
議
会
は
、
人
事
案
件
二
件

に
同
意
し
ま
し
た
。�

�  

教
育
委
員
会
委
員�

　
鈴
　
木
　
正
　
三�

　
　
　
　
　
　
　
　 

（
新
任
）�

  

監
査
委
員�

　
渋
　
木
　
　
　
夫�

　
　
　
　
　
　
　
　 

（
再
任
）�

傍
聴
席
か
ら

傍
聴
席
か
ら�

傍
聴
席
か
ら�

園田けい子さん�桐生市川内町五丁目�
　ここ数年議会を傍聴する機会に恵まれ、
そのたびに不安と緊張感でいっぱいになっ
たのを覚えていますが、今は、私たちの代
表である議員の質問と行政の答弁が楽しみ
です。一人でも多くの人が議会を傍聴し、
目で見て耳で聴くことで、市政への関心を
深めてほしいと思います。�

整備が進む間ノ島団地�

意 見 書 �意 見 書 �
　この定例会では、意見書１件が、議員より提出され、審議�
の結果、全員賛成で原案のとおり可決し、内閣総理大臣ほか�
に送付しました。�

　義務教育費国庫負担制度については、まず、昭和60年
度予算において旅費及び教材費に対する国庫負担を一般
財源化して以来、年々その削減項目を増大させており、
平成13年度予算においては、義務教育費国庫負担制度に
おける国と地方の役割分担を見直すとして、学校事務職
員及び栄養職員の給与費に対する国庫負担の廃止を検討
しているとのことである。�
　義務教育に対する国庫負担制度は、教育の水準維持と
機会均等及び地方財政の安定のため、国が財源を保障す
るとの趣旨で確立されたものであり、この国庫負担を縮
小することは、義務教育行政の円滑な推進に重大な影響
を及ぼすものである。�
　よって、政府においては、義務教育の水準確保と地方
教育行政の安定を図るため、学校事務職員及び栄養職員
給与費の義務教育費国庫負担制度を維持するよう強く要
望する。�

提出先  ○内閣総理大臣  ○大蔵大臣  ○文部大臣  ○自治大臣�

義務教育費国庫負担制度の維持に係わる意見書�


